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第 6回 熊野川流域治水協議会 

 

会議方法 ： WEB開催 

日 時 ： 令和 5年 2月 24日（金）16：10～17：00 

参 加 者 ： 別添参加名簿のとおり 

 

開 催 結 果 報 告 

■議事 

 【情報共有】これまでの取組状況について 

 取組の進捗等を踏まえた流域治水プロジェクトの時点更新、砂防・治山・河川事業

の取組事例紹介（三重県・奈良県・和歌山県）、各機関の代表的な取組状況を共有

した。 

 【情報共有】流域治水施策集について 

 関係者による施策の具体化・実践に活用することを目的として、全国の取組事例

（実施主体別の施策の目的・役割分担・支援制度・推進のポイント等）を整理した

施策集を紹介・共有した。 

 【情報共有】流域流木対策の推進について 

 流域上流部における取組として「流域流木対策実施要領」及び「総合的な流木災害

防止対策要領」に基づいて実施中の取組を、紀伊山系砂防事務所から共有した。 

 【情報共有】洪水浸水想定区域図（計画規模）の更新について 

 新宮川水系河川整備基本方針の見直しを受けて、更新を予定する新宮川水系（直轄

区間）の洪水浸水想定区域図（計画規模）について共有した。 

 【情報共有】水害リスクマップについて 

 防災・減災のための土地利用等への活用や、事業効果の見える化を図るために、新

たに提供する水害リスクマップについて共有した。 

 【情報共有】特定都市河川について 

 熊野川流域で今後検討を予定している、水害リスクを踏まえたまちづくり・住まい

づくりを促進する「特定都市河川」指定について共有した。 

 【情報共有】その他情報共有（流域治水型災害復旧制度について） 

 災害復旧において、輪中堤等の整備により、下流の改修を待つことなく速やかに被

災箇所の再度災害防止を図る制度について、福井県での適用事例を交えて紹介し

た。 
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（意見交換） 

 新宮川水系流域治水プロジェクトには様々な機関が関わっており、引き続き各機関

が情報共有・連携して進めていくことを確認した。 

 

 

 

協議会の実施状況（WEB会議キャプチャ） 
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